
アカガイの増養殖 に関する研 究

Ⅰ ア カ ガ イ 天 然 採 苗 試 験※

(含 保 護 水 面 管 理 事 業 )

小川 弘毅 .･ 川村 要 ･･ 五十嵐照明

⊂:コ

アカガイの産卵時期､浮遊幼生の出現状況､付着稚月量等を明 らかにし､より能率的夜天然採苗を行

をうためこの試験を行売った｡

尚この調査に当b御協力いただいた関係漁業協同組合､=藤豊蔵氏､大童男次氏お よび水質調査につ

いて御教示いただいた青森県水産試験場の長峰良典氏､林義孝氏に深甚の謝意を表する｡

調 査 方 法

佃 浮遊幼生調査

採水､検鏡の方法は昭和45年変と同じで､調査地点は第 1図に示した｡

(2)採苗器投入状況および付着稚月調査

採苗器の投入状況をアンケー トお よび聞き

第 1図 調 査 地 点 図取.

りによ.り調査した｡付着器の採取は任意

の連について奥内､川内､大湊では上､甲､下層

よ_b､茂浦では上､下層よ.りそれぞれ 1袋そのままを持ち帰や

計数､測定した｡

(3) 水 質 調 査水質調査は保護水面管理専業の一環として

奥内地先で行なった｡※ 詳細は青水増資料S46-JK.10にて発



_′ 一一~~

調査結果および考察

(1) 浮 遊幼 生 調査

昭和 46年変の浮遊幼生の調査は 8月12日か ら9月17日までの間に 6回実施 した｡その結果浮

遊幼生は第 1表のように調査期間甲常に出現した｡本年変の調査で浮遊幼生が最も多かったのは､9

月6日～ 9日の全湾調査時で平均7･6個/ガ であった｡甲でもSt.6が 67個/㌦と最も多か った｡

又200IL以上の浮遊幼生が82% 以上出てIか.り､この頃が付着の盛期と思われた｡しかし浮遊幼生の

出現量から見る夜らば､昭和45年変調査で浮遊幼生が最も多かった時の平均値が 17個/mSであっ

た事を考え､今年度は浮遊幼生の出現状況が非常に悪かったものと想像され､また付着盛期も例年よ

り約1∩日遅く9月 6日- 1n日頃と推定される｡

第 1表 アカガイ浮遊幼生調査結果

調査 調査 水深(m,) 天候 逮明 表層水 底層水 浮遊幼生の出現量 (個体数/諺

) 穀長 (〟)Inn 121 141 161 181 201 221 2

41 261 281 301月 地 変 温 温 一ヽー′ 一ヽー′ 一ヽ■ノ 一ヽ■′ 一ヽー′ 一■ヽ
■′ 一ヽ -′ 一ヽ■′ 一ヽー′ 一ヽ-′ 一ヽ一.′冒 点 (m,) (oC) (℃) 12∩

14∩ 16n 1 2nn 22(ー 240 260 280 300 3208.128.128.128.128.128.178.178.178.178.178.238.238.23 1234512345123 48555455454955545545485555●●●●●①(D①Q)①◎◎◎■一-■101015ll1481215 24.424.424.424.224.222.825.225.525.225.522_822.422.6 20.815.520.9 5.55..5 5.56.76.76.7105.5 5.56.75.5105.5 5.55.5 5.55.55.5
5.55.5 5.55.56.75.56.7 5.55.55.55.55.5 6.75.5 5.58.238.238.258.248.248.:払8.248.258.258259 7 4567891(ーll12131 5545524042545840505848◎◎①①①①①①(令①◎98914ll141214ll12ll 22.522.625.022.825.225.025.020.822.722.720.6 21



(2) 水温 につ い て茂浦地先表層水温の年変化を昭和 43､44､ 45年の平均と昭和 46年 とを 比 較した場合､昭

和46年度の水温が8月下旬から10月甲旬にかけて平均 2℃近い低温が続いた

草が 今年の大きな特徴であ った ｡ これは当

然付着稚貝の成長にも影響を 及ぼした

ものと思われる｡また8月23日に浮遊幼生を調査 し･

たSt.1､2､3における水温の断

面図を書 く
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(3) 採苗器設置状況

第2表に昭和46年度の採苗器設置状況を示 した｡ これによると今年度の採苗器設置統数は組合自

営が 1ケ銃､個人経営が 1ケ銃､増殖センターが3ケ続の合計5ケ続と非常に少浸かった｡

採苗器の設置数昔は昭和44年度に161ケ紋であったのが昭和45年度は22ケ続､昭和46年匿は

2ケ続 と大幅に減少しているが､これはホクテガイ養殖が軌道に乗 り､アカガイ養殖 よりもメリット

が大きく売った事も一つの要因と考えられるであろう｡

第2表 昭和 46塵変アカガイ採苗器設置状況および推定付着量

地先名調査事項 川 内 大 湊 茂 浦 油 川 奥 内

合 ` 計経 営 別 組 合 県センター 県センター

個 人 県センター設 畢 場 所 川 内 沖 大 湊 沖
茂 浦 島沖 油 川 沖 前 田 押水 深 30

m 20m 45仰 20.m, 29珊設 置 月 日 9月 7日 9月 7日

8月27,28日9月4I9日 10月 3 日 9月 3日採 苗 器 の規 模(房数×連数×統教×統長m,) 14×100×.10×100× 10×64×1

10×10×1 10×20×1 2,24(一房

5ケ統総延長 355竹も1×200 1×100 × 100 ×50

×.25調 査.月 日 11月19日 11月26 日 ち2裾1h12月26 日 949 ㌔
付 着 .器 の種 類 ネトロン ネ トロン ネ トロン 古 網 ネ トロン

ネット ネット ネット ネット一 房 当 り付着数

116.0 87.5 6.7F59I26.7 5 ll.540.0一 連

当 b付着数 1,624 875 267 50 400-ケ続当 り付着教 162.400 87.500 17,088 1500 8.00

0推 定 付 奉 総 数 182.400 87,500 17,088 500 8,000 275,088個

(4)付着時期について今年の7カガイの付

着稚貝の穀長組成を第3図､第 5図に示したoまた周縁

穀の追跡により付着時の殻長を推定すると第

4図のように平均29lil-であった

｡8月27日付着器投入のものは殻長範囲

が400- 1.600FLと売って卦_b3つの山

が見られるが､この時期の付着

稚貝の成長は 1日50P程変と推定されるので､これ よ

b逆算すると付着期間は8月27

日か ら9月20日頃まで続き､付着盛期は



h J 17 }r '9 30 9/ 3' Sjo,/op)第 4図 周縁殻の追跡により得た付着時の穀長

(茂浦､

奥内)/ i 3 4 I A 7 3 7 JC ′/ /

i J3(ddl)第 6図 7カガイ

稚貝の穀長別出現率 (奥内)第 4表 年度別アカガイ付着数量 (XJD / A J

･ y t &#. &第5図 付着稚貝の額長紳成 (

地竣別)?_PタJQ /I/i/3叫年 . 変 付 着 器 の 種類 1房当 り付着数 1連当

り付着数 投 入 月 日 調査月日 場 所昭和 29 秦 - (個) 25mJ 594(個) 8. 21 l

l_ 10 池 川3∩ 〟 - 14m , 44 9.

6 10.15 大 湊31 流 失

- - 9. 20 10.20 〟32 杉 葉 500 9.000 8, 50 12.

4 奥 内33 〟 170 5,100

9. 5 10.28 〟34 〟 42 1,260 8.下～ 9.上 12.21 〟

35 〟 5 150 8. 下 12.甲 〟36 〟 2

5 690 8. 25 12.下 〟37 〟

55 1,590 8. 28 ll.26 〟38 〟

10 500 8. 28 ll.20 〟39

〟 40 .1,20口 8. 29 ll.21 〟40 ∫ 14 420 9. 1 ll.17 〟

41 ･
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を第 3表に､殻長別出現率を第6図に示したが､今年は近年に安い不漁年であったといえ る. 原 因

についてはいろいろ推定されるが､現在解っているのは浮遊幼生の出現状況が少浸かった事､付着時

期が遅く8月下旬から10月下旬の平均水温が平年よ.り2℃近い低温が続いた事をどがあげられる｡

(6) アカザラガイについて

アカザラガイの付着調査を昨年､今年と行をったが第 5表､第 6表のように毎年か売りの量のアカ

ザラガイがアカガイ採苗器に付着 してお り､アカガイ稚月採取の際はこれを捨て柔いで石場､岩場等

の適地へ放流するか､さらに余裕があれば中間育成をした後放流すればさらに効果が出るものと思わ

れるo

第5表 アカザラガイの付着状況 (茂浦)

調 査 付 着 器 層別 1袋当ーりの 平均

殻長月■日 投 入 月 日 相着数 (個ー

(nm)9月22日 8月27日一一28日9月 4 日p9月 9日

上 9.0 0.9

下 10.0 1.0

上 0
_

千 0上 0下 0In月11日 8月
27日一一28日9

月 4 日9月 9 日 上

75 2.占

下 64 2.

8上 21

1.5下 16 1.4上 46 1.5下

20 1.4lュ

月12日 8月27
日一一28日9月 4

日9月 9 日 上

88 5.8

千 58 6.

5上 15 5.0下

16 4.7上 54 4.0

下 16 4.1(7) 水 質 調 査

結果奥内地先における水質調査結果は第7表

のとおDで､一般的に良好を水質状態といえる｡ 第6表 アカザラガイの付

着状況 (地先別)調 査
測 定 月 日 層別 1

袋当 .りの 平均 穀 長場 所 相着数 (個)

(hem)輿内

9月29日 上 50 0.9中 25 0.8

下 17 1

.111月 6日 上 70 4.?中 85 5

.5下 10

5.5大湊 11月

26日 上 289 4.4

中 558 5.6下 185 4.

5川内 11月 19日 上 167 5.1中

507 5.1下 526 2.9第 7表 水質調査

結果 (奥内)年 月 日 層 別 水準 D O S SCOD(℃)(ppm.,)(ppm) ppm

)昭和46年 表層 1m 15.0 12.90 15.

97 0.7010月3()冒 底上 1m 14.8 10.57




